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▲シーズン中の安全を願いコギを放流

▲

観光シーズン幕開け観光シーズン幕開け
鬼の舌震川開き
安全祈願祭

刀
剣
を
手
に
す
る
来
場
者

▲仁多乃飛炎太鼓による演奏

▲多くの来場者で賑わう会場

菜
の
花
満
開

尾
原
ダ
ム
菜
の
花
ま
つ
り

尾
原
ダ
ム
菜
の
花
ま
つ
り

　
﹁
尾
原
ダ
ム
菜
の
花
ま
つ
り
２

０
０
８
﹂
が
四
月
二
十
七
日
、
奥

出
雲
町
林
原
地
区
の
尾
原
ダ
ム
貯

水
予
定
地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ま
つ
り
は
、
斐
伊
川
治
水

事
業
に
関
係
す
る
流
域
住
民
が
互

い
に
交
流
を
深
め
、
斐
伊
川
の
環

境
を
大
切
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

地
元
の
尾
原
ダ
ム
連
絡
協
議
会
や

ダ
ム
周
辺
活
性
化
対
策
協
議
会
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
斐
伊
川
く
ら
ぶ
な
ど

の
実
行
委
員
会
に
よ
り
開
催
さ
れ
、

今
年
で
九
回
目
と
な
り
ま
す
。

　
当
日
は
好
天
に
も
恵
ま
れ
、
地

元
は
も
と
よ
り
雲
南
や
松
江
、
出

雲
の
各
市
な
ど
か
ら
約
千
二
百
人

が
訪
れ
、
約
三
　
に
わ
た
り
咲
き

誇
る
菜
の
花
畑
を
、
家
族
連
れ
で

写
真
を
撮
影
し
た
り
、
散
策
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
ま
た
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
は
、
仁

多
乃
炎
太
鼓
や
温
泉
こ
ど
も
神
楽

が
披
露
さ
れ
た
ほ
か
、
同
建
設
地

で
収
穫
さ
れ
た
そ
ば
粉
を
使
っ
た

手
打
ち
そ
ば
や
、
地
元
の
山
菜
天

ぷ
ら
、
猪
汁
な
ど
地
元
の
味
覚
を

満
喫
す
る
テ
ン
ト
も
並
び
、
一
日

中
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

献
穀
田
で
の
田
植
え
の
様
子

神
事
の
様
子

︵
前
列
左
か
ら
小
串
宮
司
夫
妻
と
千
家
宮
司
︶

▲
▲

　
奥
出
雲
町
を
代
表
す
る
景
勝
地

と
し
て
年
間
約
十
万
人
の
人
が
訪

れ
る
﹁
鬼
の
舌
震
﹂
で
四
月
二
十

六
日
、
川
開
き
安
全
祈
願
祭
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
玉
日
女
神
社
参
道
で
行
わ
れ
た

安
全
祈
願
祭
に
は
、
地
権
者
、
島

根
県
観
光
振
興
課
、
雲
南
警
察
署
、

Ｊ
Ｒ
木
次
鉄
道
部
、
奥
出
雲
町
観

光
協
会
な
ど
の
関
係
者
約
三
十
人

が
出
席
し
、
神
事
の
あ
と
玉
串
を

供
え
て
、
シ
ー
ズ
ン
中
の
観
光
客

の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
観
光
協
会
会
長
の
岩

田
町
長
か
ら
は
﹁
ア
ク
セ
ス
道
路

改
良
に
よ
る
大
型
バ
ス
の
乗
り
入

れ
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
遊
歩
道
の

整
備
に
よ
り
利
便
性
が
高
ま
り
、

今
後
も
多
く
の
人
に
景
観
を
楽
し

ん
で
ほ
し
い
﹂
と
あ
い
さ
つ
が
あ

り
ま
し
た
。

　
神
事
が
終
わ
る
と
玉
日
女
橋
か

ら
大
馬
木
川
へ
御
神
酒
流
し
を
行

っ
た
後
、
川
辺
で
岩
田
町
長
と
今

年
四
月
か
ら
職
員
相
互
交
流
で
農

林
水
産
省
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
る

役
場
農
業
振
興
課
の
小
嶋
早
和
香

課
長
補
佐
が
コ
ギ
二
百
匹
を
放
流

し
ま
し
た
。

　
好
天
に
恵
ま
れ
た
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
イ
ー
ク
期
間
中
も
、
多
く
の
観

光
客
が
訪
れ
、
新
緑
の
渓
谷
を
散

策
し
、
奥
出
雲
の
自
然
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

　
梶
谷
さ
ん
は
、
昭
和
六
十
二
年

十
二
月
に
法
務
大
臣
か
ら
更
生
保

護
司
と
し
て
委
嘱
を
受
け
て
以
来
、

今
日
ま
で
二
十
一
年
の
永
き
に
わ

た
り
、
犯
罪
や
非
行
か
ら
の
立
ち

直
り
を
地
域
で
支
え
る
な
ど
重
要

な
役
割
を
担
い
、
保
護
観
察
や
犯

罪
予
防
等
の
更
生
保
護
活
動
に
尽

瘁
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
功
績
に
よ
り
、
今
回
褒
章

の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
梶
谷
さ
ん
は
、
平
成
十
七

年
十
二
月
か
ら
雲
南
地
区
保
護
司

会
の
会
長
と
し
て
ご
尽
力
さ
れ
て

い
ま
す
。

た
ま

ひ

め

第
九
回

し
ゃ
く
な
げ

　
　
　
　
　
ま
つ
り

　
五
月
四
日
、
商
工
会
横
田
支
部
、

や
っ
ち
ゃ
ら
会
の
主
催
で
第
九
回

し
ゃ
く
な
げ
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
会
場
と
な
っ
た
役
場
横
田
庁
舎

前
で
は
、
横
田
中
学
校
園
芸
部
に

よ
る
花
の
苗
の
販
売
、
加
工
グ
ル

ー
プ
の
杵
つ
き
も
ち
、
お
こ
わ
な

ど
の
販
売
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

な
ど
多
く
の
出
店
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

横
田
中
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
や

ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
吹
奏
楽
団
の
演

奏
、
松
江
市
の
よ
さ
こ
い
グ
ル
ー

プ
舞
夢
の
踊
り
が
披
露
さ
れ
、
子

供
達
や
家
族
連
れ
で
賑
わ
い
ま
し

た
。

梶
谷
玄
雄

梶
谷
玄
雄
氏
︵
下
阿
井
︶

︵
下
阿
井
︶

　

藍
綬
褒
章
を
受
章

﹁
横
田
山
の
会
﹂

﹁
横
田
山
の
会
﹂が
環
境
大
臣
表
彰
を
受
賞

が
環
境
大
臣
表
彰
を
受
賞

　
奥
出
雲
た
た
ら
と
刀
剣
館
で
は
、

春
季
企
画
展
﹁
刀
匠
小
林
一
門
展
﹂

が
四
月
二
十
六
日
か
ら
五
月
十
一

日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
企
画
展
で
は
、
県
の
無
形
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
刀
匠
の
小

林
貞
法
さ
ん
、
貞
永
さ
ん
、
貞
照

さ
ん
兄
弟
三
人
の
作
刀
し
た
太
刀
、

脇
差
な
ど
十
一
振
や
未
研
ぎ
の
刀

剣
二
十
振
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
来
館
者
は
、
実
際
に
手
に
と
っ

て
、
刀
の
重
さ
、
刀
剣
の
美
し
い

刀
紋
や
曲
線
に
見
入
っ
て
い
ま
し

た
。

　
ま
た
、
期
間
中
は
小
林
一
門
に

よ
る
鍛
錬
や
島
根
抜
刀
会
に
よ
る

抜
刀
実
演
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
自
然
環
境
の
保
全
の
た
め
、
特

色
あ
る
活
動
を
推
進
し
て
い
る
団

体
と
し
て
、
﹁
横
田
山
の
会
﹂
︵
永

濱
哲
夫
会
長
︶
が
四
月
二
十
八
日
、

新
宿
御
苑
︵
東
京
都
新
宿
区
︶
に

お
い
て
、
﹁
み
ど
り
の
日
﹂
自
然

環
境
功
労
者
環
境
大
臣
表
彰
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
﹁
横
田
山
の
会
﹂
は
、
昭
和
三

十
八
年
に
設
立
、
長
年
に
わ
た
り

船
通
山
山
頂
に
自
生
す
る
カ
タ
ク

リ
の
保
護
活
動
や
違
法
採
取
防
止

パ
ト
ロ
ー
ル
、
観
察
会
の
実
施
、

登
山
道
の
環
境
整
備
等
を
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
吾
妻
山
で
の
小
学
生
を

対
象
と
し
た
キ
ャ
ン
プ
指
導
な
ど

を
積
極
的
に
行
い
、
青
少
年
の
健

全
育
成
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い

ま
す
。

ヘ

ク

タ
ー
ル

奥
出
雲
た
た
ら
と
刀
剣
館
で



春
季
企
画
展
開
催

ま
い

む

鳥
上
で
献
穀

鳥
上
で
献
穀

　
七
十
周
年
記
念
田
植
え
祭

七
十
周
年
記
念
田
植
え
祭

　
船
通
山
山
頂
に
は
、
﹁
天
叢
雲

剣
出
顕
の
地
﹂
と
記
さ
れ
た
石
碑

が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

﹁
天
叢
雲
剣
﹂
が
熱
田
神
宮
︵
名

古
屋
市
︶
の
ご
神
体
で
あ
る
﹁
草

薙
神
剣
﹂
と
同
じ
意
味
を
持
つ
こ

と
を
縁
に
、
鳥
上
地
区
で
は
昭
和

十
三
年
か
ら
同
神
宮
へ
米
を
奉
納

し
て
今
年
で
七
十
年
を
迎
え
ま
し

た
。

　
四
月
二
十
七
日
に
は
、
同
神
宮

の
小
串
和
夫
宮
司
夫
妻
、
出
雲
大

社
の
千
家
尊
祐
宮
司
夫
妻
を
お
迎

え
し
、
神
事
が
行
わ
れ
、
大
呂
の

献
穀
田
︵
約
三
ア
ー
ル
︶
で
田
植

え
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
地
元
有
志
﹁
道
友
会
﹂

の
会
員
約
五
十
人
と
鳥
上
小
学
校

五
・
六
年
生
が
、
約
三
十
年
前
か

ら
使
わ
れ
て
い
る
献
穀
田
で
苗
を

一
株
ず
つ
丁
寧
に
植
え
ま
し
た
。

　
小
串
宮
司
か
ら
は
七
十
年
も
の

長
き
に
わ
た
り
、
献
穀
さ
れ
た
こ

と
へ
の
感
謝
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ

た
上
で
﹁
こ
れ
か
ら
も
こ
の
ご
縁

を
大
切
に
し
、
良
き
伝
統
を
守
り

続
け
て
ほ
し
い
﹂
と
あ
い
さ
つ
が

あ
り
ま
し
た
。

あ
め
の
む
ら
く
も
の

つ
る
ぎ

く
さ

な
ぎ
の
み
つ
る
ぎ


